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研修・学習会などにご利用ください

おおさか労連 2025年3月10日（月１回、10日発行）第422号 1993年 6 月22日第三種郵便物認可 （２）（３）

最賃審議会へ立候補する皆さん

　大阪労連は「地域活性化めざす対話行動」にとり
くみ、民主団体や労働組合など11組織と「大阪の地
域経済の活性化や労働者の賃金引き上げや最低賃金
の引き上げ、雇用の安定、大阪万博・カジノ建設中止、
維新政治の問題などについて」懇談を行いました。

力
を
合
わ
せ
て
、　　
　
　
　

力
を
合
わ
せ
て
、　　
　
　
　

地
域
循
環
型
の
経
済
・
社
会
を

地
域
循
環
型
の
経
済
・
社
会
を

　ロシアがウクライナへ軍事進攻して丸３年になる
２月24日、豊中労連が加盟する豊中市民アクション
は「ロシアは国連憲章を守れ」「ウクライナに平和
を」などのプラスターを掲げてロシア領事館前スタ
ンディングアピール宣伝にとりくみました。

ロシアはウクライナへの軍事侵攻をやめろ！ロシアはウクライナへの軍事侵攻をやめろ！

　２月13日、パート・非常勤連絡会は「パート春闘
おしゃべり学習交流会」を開催。関西勤労協副会長
の中田進先生を講師に「非正規の力でほんもののた
たかいを、激動の世界と日本と私たち」をテーマに
学習しました。その後、３つのグループに分かれて
交流しました。

パ
ー
ト
春
闘　
　
　
　
　

パ
ー
ト
春
闘　
　
　
　
　

お
し
ゃ
べ
り
学
習
交
流
会

お
し
ゃ
べ
り
学
習
交
流
会

　大阪府議会２月定例会開会日の２月25日、府民要
求連絡会は、大阪・関西万博やカジノ建設を中止し
「教育、子育て、医療、福祉、中小企業支援の予算に」を
掲げ、宣伝やライチタイム行動に取り組みました。引
き続き、府民のくらし優先の府政をめざしましょう。

万
博
を
中
止
し
て　
　
　
　
　
　
　

万
博
を
中
止
し
て　
　
　
　
　
　
　

府
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
府
政
を
！

府
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
府
政
を
！

全労連　黒澤事務局長

中澤先生

多
く
の
政
党
が
最
賃
１
５
０

０
円
を
公
約
に
掲
げ
た
。
し

か
し
、
早
急
に
１
７
０
０

円
、
１
８
０
０
円
に
し
な
い

と
生
活
は
出
来
な
い
。
今
日

は
必
要
生
計
費
調
査
の
内
容

　

黒
澤
事
務
局
長
は
「
今
年

の
春
闘
は
『
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
』
が
テ
ー
マ
に

な
る
。
実
質
賃
金
の
国
際
比

較
を
み
る
と
日
本
だ
け
が
下

が
り
続
け
て
い
る
。
大
企
業

が
大
儲
け
を
し
て
い
る
が
、

労
働
者
に
は
全
然
分
配
を
し

て
い
な
い
。
春
闘
期
に
は
、

仲
間
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

が
必
要
、
対
話
と
学
び
あ
い

を
い
か
に
広
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
こ
の
春
闘
の
最
大
の

運
動
に
し
て
い
こ
う
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

統
一
行
動
な
ど
の
行
動
提

起
に
続
い
て
、
３
つ
の
組
織

若者が大阪で一人暮らしするには若者が大阪で一人暮らしするには
 時間額 時間額18001800円円以上以上がが必要必要！！

　

２
月
５
日
、
大
阪
労
連
は

最
低
賃
金
署
名
ス
タ
ー
ト
学

習
会
を
52
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部

の
中

な
か
ざ
わ
し
ゅ
う
い
ち

澤
秀
一
准
教
授
を
講
師

に
「
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

意
義
〜
必
要
生
計
費
試
算
調

査
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
ふ
ま

え
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
、
福
岡
議

長
は「
昨
年
の
総
選
挙
で
は
、

仲
間
を
増
や
し

25
春
闘
勝
利
へ
！

春
闘
学
習

春
闘
学
習

決
起
集
会

決
起
集
会

得
の
い
か
な
い
回
答
に
は
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
通
告
し
て
春

闘
を
た
た
か
う
。

関
西
Ｍ
Ｉ
Ｃ
・
出
版
労
連

永
石
副
中
央
執
行
委
員
長

　

教
科
書

共
闘
で
賃

金
、
一
時

金
、
諸
要

求
な
ど
を

一
覧
表
に
し
て
統
一
要
求
書

を
作
成
し
、
統
一
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。
労
働
協
約
を
結

ぶ
と
き
に
は
、
す
べ
て
の
経

営
者
と
交
渉
し
て
い
る
の

で
、
労
働
組
合
の
交
渉
力
は

高
く
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
春
闘
を
頑
張
る
。

　

最
後
に
民
間
部
会
の
海
老

原
副
部
会
長
（
化
学
一
般
）

か
ら
閉
会
の
挨
拶
と
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
集
会
を
終

え
ま
し
た
。

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
・

大
阪
労
連
は
、
２
月
19
日
に

春
闘
学
習
決
起
集
会
を
開

催
。
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

の
黒
澤
事
務
局
長
の
講
演

「
25
国
民
春
闘
勝
利
に
む
け

て
」、
行
動
提
起
、
３
組
織

か
ら
の
決
意
表
明
な
ど
を
行

い
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
大

幅
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改

善
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円

の
実
現
に
向
け
て
、
職
場
・

地
域
か
ら
労
働
者
・
労
働
組

合
が
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
福
岡
代
表
委

員
（
大
阪
労
連
議
長
）
は
、

「
こ
の
春
闘
で
組
合
員
の
立

ち
上
が
り
を
ど
う
作
っ
て
い

く
の
か
、
労
働
組
合
は
ど
の

よ
う
な
構
え
で
や
っ
て
い
く

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
対

話
と
学
び
合
い
で
仲
間
を
増

や
し
、
社
会
を
変
え
て
い
く

春
闘
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

大
教
組　

山
下
副
委
員
長

　

賃
上
げ

や
待
遇
改

善
を
め
ぐ

っ
て
組
合

の
存
在
意

義
を
発
揮
し
て
組
織
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。「
万

博
遠
足
」
で
子
ど
も
の
安
全

が
保
障
さ
れ
る
の
か
と
い
う

議
論
を
春
闘
で
し
て
い
こ
う

円
上
が
り
、
13
・
２
％
上
昇

し
た
。
物
価
は
２
０
２
２
年

に
急
に
上
が
り
始
め
て
賃
金

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
３

年
連
続
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の

最
低
賃
金
は
１
１
１
４
円
に

な
っ
た
が
、
生
計
費
原
則
を

も
と
に
考
え
れ
ば
低
い
。

『
誰
で
も
ど
こ
で
も
働
け
ば

普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
』

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い

る
。
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
で
、
労
働
者
全
体
の

労
働
条
件
を
よ
く
す
れ
ば
地

域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
雇
用

が
創
出
さ
れ
る
な
ど
社
会
全

体
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
。

最
低
賃
金
や
社
会
保
障
の
所

得
の
再
分
配
で
格
差
を
縮
め

る
こ
と
で
、
暮
ら
し
や
す
く

な
る
。
最
低
賃
金
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
知

ら
せ
て
い
く
、
広
げ
て
い
く

こ
と
が
大
事
」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、三
枝
幹
事
よ
り
、

大
阪
版
２
０
２
５
年
「
大
阪

府
最
低
賃
金
今
す
ぐ
１
５
０

０
円
に
！
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
要

請
書
」
と
「
中
小
企
業
支
援

を
求
め
る
」・「
最
低
賃
金
労

働
者
委
員
の
公
正
任
命
求
め

る
」
の
署
名
を
昨
年
以
上
の

署
名
数
を
集
め
よ
う
と
行
動

提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ　

寺
島
特
別
執
行
委
員

　

統
一
要

求
基
準
は

一
律
４
万

円
・
時
間

給
２
５
０

円
の
賃
上
げ
と
格
差
是
正
、

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
創

設
な
ど
の
要
求
を
提
出
。
納

　

ま
た
、
今
年
は
大
阪
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
労
働
者
委

員
の
改
選
の
年
に
あ
た
り
、

公
募
が
行
わ
れ
る
た
め
、
大

阪
労
連
推
薦
の
６
人
が
立
候

補
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

各
候
補
者
か
ら
決
意
表
明
が

　

大
阪
労
連

は
２
月
５

日
、「
大
阪
府

必
要
生
計
費

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
是
非
、

審
議
委
員
に
な
っ
て
ほ
し

い
」「
最
賃
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る
と
み

ん
な
に
知
ら
せ
よ
う
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

円
）
と
な
り
ま
し
た
。
前
回

調
査
し
た
２
０
２
１
年
よ
り

も
、
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
月

額
３
万
円
・
時
間
額
約
２
０

０
円
上
昇
し
て
い
ま
す
（
記

者
発
表
の
内
容
は
上
記
の
記

事
「
最
賃
署
名
ス
タ
ー
ト
集

会
」
を
参
照
）。

　

マ
ス
コ
ミ
７
社
が
取
材
す

る
な
ど
、
昨
今
の
情
勢
も
反

映
し
て
、
社
会
的
に
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
全
労
連
の
各
地
方
組
織

で
も
再
調
査
や
再
計
算
が
と

り
く
ま
れ
、
一
様
に
金
額
は

上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
や
１

７
０
０
円
を
超
え
て
１
８
０

０
円
が
必
要
と
の
結
果
も

次
々
と
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

25
春
闘
で
、
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
・
底
上
げ
と
最
賃

１
５
０
０
円
実
現
に
向
け
、

職
場
、
地
域
か
ら
大
き
く
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

を
学
び
、
25

春
闘
で
賃
上

げ
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
強

く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

学
習
会
で

中
澤
先
生
は

「
必
要
生
計

費
試
算
再
調

査
で
は
、
大

阪
で
25
歳
の

若
者
が
普
通

に
一
人
暮
ら

し
す
る
た
め

に
は
男
性
27

万
４
０
２
１

円
、
女
性
27

万
２
５
２
４

円
必
要
と
な

る
。
今
回
３

年
ぶ
り
に
再

調
査
し
、
前

回
よ
り
３
万

１５００１５００円円！！

最低賃最低賃金金
今すぐ今すぐ

必要生計費調査を力に必要生計費調査を力に
春闘をたたかい、春闘をたたかい、　 　  

大阪版「最賃署名」にとりくもう！

試
算
調
査
（
２
０
２
４
年
改

訂
版
）
の
結
果
報
告
記
者
会

見
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
大
阪
府
必
要
生
計
費
試

算
調
査
」
の
結
果
で
は
、
大

阪
府
内
で
若
者
が
ふ
つ
う
に

１
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に

は
27
万
４
０
２
１
円
が
必
要

（
時
間
給
で
は
１
８
７
２


